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1983年ORC総会報告(続）

IoIYRR26条一ヨットに広告表示を認め

るかどうかについて

昨年秋のロンドンでのORC会議でKEVLARの使

用等，いくつかの問題で白熱した討議が行われたこと

は前号で報告済みだが，なかでも特に強い関心を集め

たのがIYRR第26条のヨットに対する広告表示（つ

まり，個々の艇に対するスポンサー)の問題であった。

この問題が特に注目された理由は,IYRRを司どる

インターナショナル・オーソリティであるIYRUが，

現在の26条を大幅に改定して,1985年度から制定され

る新しいIYRR(1985～1989年まで有効）に取り入れ

ることを発表したからである。

ヨットに対するスポンサーおよび広告表示について

は衆知の如く，極めて明快な基本的な考え方が今まで

は貫徹されてきた。つまり，

「ヨットは，……その艇体，セール，乗員，または

艤装にどんな広告も表示してはならない｡」

ということを基本とした姿勢である。

広告は,セールメーカーのマーク等は例外として,極

めて限定された範囲内でしか認められていないわけで

あり，従って個々のヨットに対する直接のスポンサー

メリットは実質的には大きく制約されたものになって

いる。一方，レース（単一もしくはシリーズレース）

に対するスポンサー，つまり，レースの運営主体に資

金供与をするいわゆる冠スポンサーについては，個々

の艇に対する広告表示とは基本的に別問題であるとい

うことで，ナショナル・オーソリティの具体的な認可

を事前に取りつければ認めることが確立されてきた。

この場合レースのプログラム，コミッテイー・ボート，

ブイ等への広告表示によるスポンサーメリットについ

ては認めるというものである。

今回のIYRRの｢改正｣案は，この基本原則を実質

的に変更するものであり，オリンピックについては除

外しているとしても，個々の艇の艇名にスポンサーの

名前を表示することを認めようとするものである（ナ

ショナル・オーソリティの事前の認可が必要だという

点は従前と同じだが)。

これは，

「スポンサー名，またはスポンサーの製品名，ある

いはスポンサーの略称をヨットの艇名としてはなら

ない｡」[26.2(a),(i)]

大儀見董

（2）

とする現行ルールを根本的に変更するものであること

は明らかである。

ORCとしては，この考え方に，原則的に反対であ

るとの態度を一貫して表明してきたが，今回のORC

会議では，オーストラリア，イタリアの代表を除いて

全員が，同趣旨の反対意見を強く表明した。そして，

「ORCとしては，個々のヨットには，いかなる広

告表示も認めるべきではないという強い反対の意見

であることを，本年度半ばに開かれるIYRUの

CPOC(ClassPolicyandOrganizationCom-

mittee)にそれを伝達する」

ことが決議された。

更に，各国のORC代表が，それぞれの国のナショ

ナル・オーソリティとこの問題について協議し，

ORCとしての態度をはっきりさせることが申し合わ

された。

Ⅱ、レーティングに関連する抗議について

クリッパー・カップが本年も企画されており，日本

からの参加艇は今回も，かなりの数に上ることが予想

される。レーティングに関連する抗議で思い起こされ

るのが，前回のクリッパーカップの優勝艇く飛梅〉に

対する艇体のホロー等の存在を根拠とする同艇のレー

ティングに対する抗議のケースである。

この他，多くのレーティングをめぐる抗議や各種の

トラブルが発生したこともあって,ORCでは新たに

AdministrativeProtests(レースの運営，管理上の抗

議）に関する細かい規定を採用した。これはIORの

新しいアペンディックスとして(APPENDIX6)本

年からすぐに発効することになった。

要点をかいつまんで紹介すると，

2．1ヨットの計測証書に関する抗議はレースに参

加しているかいないかにかかわらず提出することが

できる。

2．2この項では上記の抗議を提出する場合の必要

条件が例記されている。

つまり,validinterest-当該艇の計測に関する

十分な利害関係を持っている人もしくは組織は，抗

議提出の権限を持っている。

そのためには，抗議の内容，抗議されている艇の

計測証書のコピー，抗議の根拠となるルール，抗議

対象艇のオーナーに対して抗議を提出したことを通

戸、

へ
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知したことを証明する文書のコピー等の条件が満た

されなければならない。

2．3被抗議艇のオーナーは，速やかに，当該レー

ティング・オーソリティに凹答害を提出しなければ

ならない。抗議を認めるか，必要な再計測等につい

て協力を拒否した場合には，被抗議艇の計測証書は

IOR102.3により無効とされる。

2．5「抗議の結果として発生する再計測のコスト

負担は，

被抗議艇の正しい（新しい）レーティングと，

元の（正しくない）レーティングとの差が0.2

feetもしくは0.5%(のいずれか高い方）より

小さい場合には(a)抗議者がコストを負担する

が，逆にそれより大きかった場合には(b)被抗議

艇のオーナー，もしくはメジャラー，もしくは

計測証書を発行する機関(Revalidating

AuthOrity)のいずれかが，その責任の所在に

応じて負担する｡」

この他救済方法等に関する規定も定められている

が，注目を要するのは，

l)レース関係者（個人も団体も）は，レース参加にか

かわりなくレーテイングに関する抗議を提出できるこ

とと，

2)誤ったレーティングの責任の所在を明らかにすると

いう考え方がはっきり打ち出されていることだろう。

Ⅲ．レーティングに関するレース運営等につ

いて

上記のレーティングに関する抗議と表裏一体の関係

にあるのが,IORのAPPENDIX5のレースの運営

について定めてある条項である。

l.レース前のインスペクションもしくは計測の時点

で，特定のヨットがそのIORレーテイング証書に

合致しないことが発見された場合，

a)その不一致点が微細(minor)な場合には，レー

ス前に修正されるものとする。

b)protestcommitteeが，不一致点が重大(major)

であると認めた場合，それがレース前に修正可能

であった場合でも,IYRUの規定に従って処置す

る(失格等)。

2．レースもしくはシリーズ開始後の場合，上記と同

じく，

a)微細な不一致事項については，レースもしくは

シリーズの期間中，当該レーティングは有効とさ

れるが，

b)重大な不一致事項が発生した場合で，その結

果レーティングが大きくなった場合には，正しく

ないレーテイングが適用されたレースの成績には

50％の順位上のペナルティーが課せられる。

c)更にレーティング・オーソリティによってレー

ティング証書そのものが無効とされた場合には

（3）

(IOR1023(b)2項により)protestcommitteeは

当該艇をすべてのレースで失格にする等の処置を

取ることができる。

d)計測に関連する抗議が当該レースの表彰式後

に提出された場合には，レースもしくはシリーズ

の成績は変更されないものとする。ただし，

IYRU規則による故意のレーテイング修正の場合

はこの限りではない。

この他，再計測の結果，新しいレーティングが0.2

feetもしくは0.5%以上になった場合には，当該艇の

ナショナル・オーソリティ（日本ではIORに関して

はNORC)が事情を調査した上でORCに報告する

ことになっている。

これを見ても明らかなように,IORのレーティン

グに関するトラブルに対するORCの対応はかなり厳

しいものであり，レーテイングに関する安易な気持は

一切許されないだろう。

これは，オーナーはもちろんのこと，計測当事者，

計測委員会，そしてNORC全体の問題でもある。

Ⅳ、二重計測について

このレーティング問題に対する厳しいORCの姿勢

は，この件でも貫ぬかれ，ナショナル・オーソリティ

によるノミネーションを必要とする国際的なレース

（クリッパー・カップ，各種世界選手権シリーズ等）

の場合には，参加艇全艇に二重計測が要求されるとい

う決定にもつながっている。

この二重計測は二人の計測員による別個の計測もし

くは二人の計測員による単一の計測と定義されている

が，これが確実に実行される責任はノミネーテイン

グ・オーソリティにあることも決定された。つまり，

NORCとしてはこのような海外派遣艇の計測につい

ての全面的責任が強く再確認されたことになる。

V.重量物の移動

レーティングとの関連で，やはり，オーナー，クルー

等のシビアな対応が改めて要求されたのが重量物の移

動に関する決議である。

これは，

「オーナー，スキッパー，クルーがIOR109.6お

よびIYRR22が禁止しているような，それ等重量

物（いわゆるバラストだけではなく，セール等その

他のギアーもすべて含まれる）の主要使用目的以外

のための移動は全面的に禁止されていることを再確

認し，これを厳格に励行するようあらゆる努力が必

要である」

というものである。

一読して明瞭なことだが,セールはもちろんのこと，

アンカー，アンカーローフ．，安全備品，工具箱といっ

たものは全部この規定の対象になるわけであり，

IYRR22条の場合には更に細かく規則が例記されてい
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ることは衆知のことである。レースをルールに従って

公平に行わなければならないことは自明のことだが，

重量物のバラストがわりの移動が明確なルール破りの

行為であることが再々強調されたことになる。

IORの適用外のレースではすべてのルールが極め

てルーズに運営されていることもあって，日本では

IORのレースの場合でもこの点が厳格に守られてい

るとはいえない。国際的な土俵では，これは全く通用

しないことを肝に銘じておく必要がある。

はるかに広大な，外洋レーサーとそして更に大きなク

ルーザーの世界が大きなスソ野を形成していることを

物語っているといえよう。

／ 、

1984年度、’○R変更と

スベシャルレギュレーション

頒布|こついてのお知らせ
、 ノ
I

、
以上IORの1984年度の会議について2回にわたる

報告で,ORCがIORのレーテイングばかりでなく，

文字通りOFFSHORERACINGCOUNCILとして，文字通りOFFSHORERACINGCOUNCILとして,IOR変更の英文差し替え分と,ORCスペシャルレ

発足当初のRATINGCOUNCILから完全に脱皮しギュレーションの英文を頒布いたします。

て，オフショアヨットの在り方全般にわたるインターIOR英文300円

ナショナル・オーソリテイとして大きく発展してきたORCスペシヤルレギュレーション(本)英文500円

こ とが理解されれば幸いである。限定50部を先着申し込み順でNORC事務局にて受

なお，参考資料としてIOR発足以来の各国のIORけ付けます。（郵送料は別）

登録艇数の推移を示す図表
IORRATINGCERTIFICATES-WORLDFLEET

を参照して頂きたい。

全体として,1978年度に

全世界のIOR艇が10,834

艇とピークに達したもの

か，その後下降ぎみとなっ

ているのが見られる。

一方，日本のIORFleet

の130艇前後というスケー

ルはノルウェーもしくは

フィンランドとほぼ同規模

であり，イギリスや西ドイ

ツのほぼ10分の1程度に過

ぎないことも指摘されるべ

きであろう。

ここ10年く．らいの間の日

本の外洋レーサーの発展は

目覚しいものがあるが，ま

だまだ世界の先進国と比べ

れば，量的にも質的にも大

きなギャップがあることを

見て取る必要がありそうだ。

しかし，最も先進的な

IORレーサー(IORを取

る艇の中には必ずしもトッ

プ°レベルとはいい切れない

艇も含まれてはいるだろう

が）を全部合わせても1万

隻しかいないということ

は,IOR艇が外洋レーサー

の世界のまさに，最も進ん

COUNTRYl9751976197719781979198019811982l983

ARGENTINAl4 786105841021187173＊

AUSTRALIA434278331349530495526540583

AUSTRIAl61925331211＊＊＊＊

BELGIUM858 3 8 2 8 2 1 0 5 1 0 3 9 5 9 1 8 0

BRAZIL6940 5 7 7 5 8 1 8 1 7 1 1 ( ) 0 l 1 3

C HI LE25＊

DENMARK213146 2 2 8 2 5 6 2 4 2 1 9 6 2 0 2 1 6 3 l 8 2

FINLANDl46175221208114133121120122

FRANCE607551 5 1 5 8 3 0 6 3 1 7 4 2 7 4 2 5 8 9 5 6 7

W.GERMANY9531,1201,29()l､21()l､3481.2651,1961，2851，lO9

GREECE505664516269795854

HONGKONG20 2 7 1 2 2 7 3 0 3 1 2 8 5 1 3 5

1TALY421613683743843844919860857

JAPAN215270 29728312993130130111

NETHERLANDS59 5 6 3 8 7 3 7 7 6 0 7 8 4 8 1 3 7 7 7 7 0 2 7 0 0

NEWZEALANDl748720115774911079587

NORWAYl25139138162167169142162l55

PO L A N D l215202(）2015l5

SOUTHAFRICAl()71287(）2089314125514396

SPAIN137989196162182172220l97

SWEDEN682408383435369311289281261

SWITZERLAN D 6 0 6 0 7 2 8 5 6 6 4 5 ＊ ＊ ＊ ＊

TURKEY252831＊

U､K1．8731，8881．8521．8071．7631．6961，6791．6551，529

USA&CANADA2,4163,1832,9562,9062，5932,3632,3822,1222.023

YUGOSLAVIAl9

I,OTALS 9．504110，193110．410110．83410.327110，055110．07619．51118．876

だ「頂点」ではあるけれど*Notyetdeclared

も,IORの土俵の外には**FiguresforWeStGermanynowincludeAustriaandSwitzerland

(4）
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’
融

CYCAにどうして入るかYCA してI る

横目で眺めた豪州ヨット乗り気質

I 田辺英蔵 鋸､鞠

人間の価値観というものは多様であって，ある人は

社長になりたがり，ある人は代議士になりたがる。私

は，一生に一度，あのプレス・カードというものをぶ

ら下げて，立入禁止地帯へスイスイと入ってみたいと

思っていた。プレス・カードとは，こういう英語があ

るか否かは英語に堪能な大儀見NORC副会長にうか

がってみないと判らないが,私の了解するところでは，
プレスァイデイカード

新聞記者の身分証明証であって，顔写真などが貼って

あり，近頃はラミネート被覆され，これを胸にブラ下

げたり，帽子のリボンにさしたりして警戒線を突破す

る。まことにカッコ好い。

「門を叩け。さらば開かれん」（マタイ伝）

人間は心から望むものを手に入れる。私の場合は，

美人の妻と，ヨットと，そして，プレス・カードであっ

た。

過ぐる年，ハワイで行われたパンナム・クリッ

パー・カップ・レースを見物に出かけた折，「舵」社を

脅迫して手に入れたプレス・カードを鐸勇蛾ｽあの
心地好いワイキキ・ヨットクラブでの記者会見など

に出席し，私はこの上なく幸福であった。この
プレスコンフエレンス

記者会見という奴にも，一度，是非，出席してみた

かった。議事は全部英語で行われたから，内容はサッ

パリ判らなかったが……。

出

多様なのは，人間の価値観のみではない。所変われ

ば品も変わる。

この度,遙々赤道を越え，シドニー・ホバート・レー

スを見物に行き，アメリカとオーストラリアのヨット
たまげ

クラブの違いに胆消た。

今回は趣向を変え，すなわち，「舵」社を脅迫する

ことを止め，私は，大儀見NORC副会長に,CYCA

（クルージング・ヨット・クラブ・オブ・オーストラ

リア),RPYC(ロイヤル・パース・ヨット・クラブ),

CYCT(クルージング・ヨット・クラブ・オブ・タ

スマニア）宛の紹介状を書いて下さい，とお願いした。

ちなみに，シドニー・ホバート・レースは出発地の

CYCAが主催し，到着地CYCTが協力する｡RPYC

は,いわずと知れたアメリカス・カップの勝利艇くオー

ストラリアⅡ〉の所属クラブである。すると大儀見さ

んは，どう読んでも私のことが書いてあるとは信じら

れぬ,涙の出る程立派な私の紹介状を書いて下さった。

(5）

罰

ヨットを愛する人達のCYCA(写真提供：舵社）

文中の,sparetimejournalist(暇な時だけものを書く

人間一私のことである）という表現が痛く私の虚栄

心を満足させた。如何なる形容詞が上につこうと，今

や私は,NORC公認のジャーナリストとなった。

結論をいうと，この紹介状は，全く使用する機会が

無かった。

海に向かっては，ガラス戸も扉もなく，あれだけ開

放的なWYC(ワイキキ・ヨット．クラブ）は，陸側
ガード

からの侵入者に対して，実に好く防禦されている。ド
とざ

アは常に閉され，どこからかTVで看視しているら

しく，インターホンで素状を確認し，力チリと鍵が開

く。さればこそ，プレス・カードには干金の価値があ

る。

1983年12月25H,すなわち，シドニー．ホバート．
〈だん

レースのスタートの前日，私は，恐る恐る，件の紹

介状を握りしめながら，シドニー市内にあるCYCA

の前にタクシーを乗りつけた。すぐ脇の公園の広々と

した芝生には緑濃い大樹が枝を拡げ，幹の間からは泊

地を埋めるヨットの群れと，林立するマスト，訊る色

とりどりの旗が見えた。タクシーを降りた場所に近い
きと

塀に，何となく開いている木戸を<く、って，私は，
クレードルフンプウェイ

船台や斜路，ワイヤーなどで足の踏み場もない水

際に出た。通りがかったTシャツ姿の若者をつかまえ

て，クラブの事務所の所在を尋ねると，傍の建物の裏

口みたいな入口を指さした。恐る恐る中へ入ると，う

す暗い通路に船具が雑然と置かれ，行き交う人間の間
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をすり抜けて階段を登るとバーに出た。そこも通り抜

け，廊下に出ると，沢山のカップやヨットのハーフモ

デルが飾ってあるガラスのケースの向こうは，人が

いっぱいのサロンで，窓からマストの林が見えた。事

務所は階下だろうと思って，今度は正面とおぽしき方

角の階段を降りたら，そこは将に玄関で，誰も居ない

カウンターに資料が山積みされ，正面のガラスの扉に
、、、､、、

は，鍵がかかっていた。すると,Tシャツに半パンツ

姿の壮漢が外からドンドンとガラス戸を叩く。私が鍵

がかかっているから駄目だ，と手真似をすると，彼は，

ドアのノブを廻せ，と手真似をしたので，廻してみる

と，すぐにドアは開いた。内側からノブを廻せば鍵が

外れる。ホテルのドアと同じだ。その男並びに何人か

の彼の仲間は，どっと侵入して来て，どうも有難う，

などといいながら階上へと消えた。いつの間にか，私

は，入れてやる側の人間になってしまった。これでは

IDカードは無意味だ。

⑩

私は，クラブの役員に会って自己紹介をする戦意を
二二

急速に喪失した。どうも豪州はアメリカではないよう

だ。私は大儀見さん心尽しの紹介状をキヤジットバッ

グの中に仕舞い，階下の薄暗い通路を通り抜けたら，

そこはヨットハーバーで，ハツと息をのむばかりの光

景が展開していた。

広々とした泊地を大小無数のヨットが埋めていた。

空を隠すばかりに重なり合うリギンには，色とりどり

の旗が花のように舞っていた。遙か沖に続くポンツー

ンの上は，こぼれんばかりの人の群れだった。

南半球は今が盛夏人々の服装は，ひたすらに軽や

かでカラフルだった｡涼しげなドレスの若いお嬢さん，

ゆっくりと歩く老人,乳母車を押している母親もいる。

人々は，押し合わんばかりに－押し合いはしないが

－ポンツーンの上をそぞろ歩き，世界中から集まっ

た180隻の出場艇を眺め，思い思いの趣向を凝らした

ユニホーム姿のクルー達に笑顔を送り，各艇の下馬評

に余念も無い風情に見えた。

一体，この大群集は何処から集まったのか。

彼らはみんな,IDカードを持ったメンバー，また

はメンバーの家族なのか？

、土，

ふと脇を見て,私は改めて地球は狭くなったものだ，

と驚嘆した。そこには,旧知の｢舵｣の豐崎編零号と
添畑カメラマンがとぐろを巻いていた。これは正確に

とぐろを巻いているという雰囲気であって，クラブハ

ウスの前の海側のテラスの一番好い場所にあるテーブ

ルを占領し，まるで自分達のクラブにでも居るかのよ

うな顔をしてビールを飲んでいた。ジーパン,Tシャ
アタイァ

ツ，粋なベスト姿が板についていて，百年も前から

のここのメンバーのような顔をして，缶ビール片手に

沖を眺めている。大体このお二人は半月も前から豪州
ざ

入りしていて，私の為にプレス・カードを詐取または

偽造しておいて呉れる約束だったのだが，豪州の大ら
ビール

かな雰囲気と大量のビールが，そんな約束など水に

流してしまった。何よりの証拠に，お二人共にしてか
はい

らが，カードらしきものを何処にも這用しておらぬ。

その場で紹介された英国人のカメラマンも同様だ。こ

とここに至って，私は全く了解した。この国では，そ

んなものは要らないのである。ここへは誰でも入って

来られる。CYCAのポンッーンは，公園の散歩道と

変わらないのだ。だってそうではないか。われわれが，

ポンツーンの突先に日本艇くゼロ>－今回唯一隻の日

本艇だから，少なくとも“ゼロ”ではないのだが

……－へ行くのに15分もかかる大混雑を生じている

この大群衆が，すべて入口で身分証明書のチェックを

受けた筈がない。彼らの「身分」は「シドニー市民」

だ。否。「ヨットを愛する人間｣，それだけで充分なの

である。シドニー・ホバート・レースは,全世界的ヨッ
ニ ニ

ト行事であるが，豪州では，国を挙げての国民的祭典

でもある。豪州中から集まった老若男女がCYCAに

詰めかけ，ポンツーンをそぞろ歩き，地球の果てから

集まった大艇小艇を見物し，船上のヨット乗りと交歓

する。すばらしいことではないか.／もしこの人々の

身分などチェックしたら暴動が起こる。

(6）

チェックをしないのは陸側からだけではない。大小

のパワーボートやヨットが泊地に入って来て，海上か

らレース艇群一とポンツーンの上の大群衆と－を

見物する。大ていビキニの美人を前甲板に載せて，反

対給附もちゃんとして呉れる仕掛けだ。〈インビンシ

ブル〉と船名を明記したゴツイ動力船が現れる。たま

たまシドニーに入港している英空母くインビンシブル〉
スタン

の内火艇だ。ちゃんと艫には白地にユニオンジャッ
ホワイトェンサインなぴ

クも鮮かな軍艦旗を座かせているくせに，甲板上

の人物達はスポーツシャツ姿の私服で，ビールの缶を

さし上げて私のカメラに向かって歓呼した。空母の水

兵が内火艇を下ろし，私服でビールを飲みながらシド

ニー・ホバート・レース艇の泊地を見物に来るとは，

さすがに英国もまたヨット王国の名に恥じない。そう

いえば，翌26B13時，シドニー湾の水を電気洗濯機の

中のように真っ白に泡立てて走り廻る数百隻の観戦船

群の歓呼のうちに,180隻のレース艇がスタートした

時，号砲を打ち鳴らしたのはHMAS(豪州海軍々艦）

<ランセストン〉だった。マストには将官座乗を示す

将旗が訊り，白地にユニオンジャックと南十字星をあ
あざや

しらった軍艦旗が鮮かだった。旭日十六条の，あの

美しい軍艦旗をひるがえした自衛艦が,NORC主催

の国際レースの号砲を発射する光景を，早く見たいも

のである。

＊

宍呈

須込
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500隻ほどのヨットを集めた

大レースとパレード
その裏方は何を考えたか

裏方一同

昨年10月23日大阪湾で大型帆船のパレードが行われ

たが，その帆船パレードに伴走あるいは見物に出動し

たヨットはおそらく700隻に近かった。また，その前

日のレースに参加したヨットは400隻をこえていた。

外国はともかく，日本でこれだけのクルーザーが集

まったことはなかったし，今後しばらくはないのでは

あるまいか。すんでしまえば，いや面白かったなで何

のことはなく，次第に忘れ去られることではあるが，

お膳立てをした我々にとってはずい分珍しい経験をさ

せてもらったような気もする。そのうち似たようなこ

とをしなければならなくなった時の参考にもなろうか

と，裏方さんの思い出話めいたものを書いておくこと

にしよう。

■発端

大阪湾で大型帆船のパレードを行う予定だが，この

帆船を歓迎するためのヨットレースを行い，帆船のパ

レードにも参加して欲しいとの申し入れを大阪市港湾

局から受けたのは，パレードの1年余り前の1982年8

月であった。それはすばらしい，盛大にやろうじゃな

いですか，との秋田支部長の一言でこの大ヨットレー

スの準備が始められた。まずできるだけ多くの艇に参

加してもらうにはどうすればよいか。パレード前日の

レースとパレードへの参加をセットにする。パレード

に参加する以上エンジン付でなければ困るが，それ以

外には参加資格を制限しない。遠方からも参加できる

ように前後一週間は泊地を確保しよう。レース当日は

全艇を係留できる泊地に集めよう。レーティングなど

は使用せず，参加艇をいくつかのクラスに分け，各ク

ラス内での先着順にする。クラス分けは艇の大きさ，

建造時期，艇の性格を考えて適宜分ける。外国帆船の

乗組員を招待して盛大なパーティーをやろう。これら

の基本方針はすぐに決まったが，さてどのくらいの参

加艇になるものやら見当がつかない。

参加艇の多いレースとして，鳥羽レースの100艇，

阿波踊りレースの150艇があって，このところほぼ一

定した参加数になっているが，これらのレースは数年

がかりでこれだけの参加数になったので，1回限りの

今度のレースの参考になるかどうか。何のPRもし

なければ100隻，普通にやって200隻，大いに努力して

300隻，最大限で350隻あたりかという意見もあり，結

（7）

局300隻を努力目標とし，この数を基準としてう．ラン

を立てることにした。300とか350とかいう数は，大阪

周辺にあるヨットを500隻としてその半分，それに少

し離れた所から50隻というような目安に基づいてはい

たが，大して根拠のある推定ではなく，結局，ふたを

あけて見れば大はずれ，まずは予測しそこないの第一

号であった。

■泊地の選定

夏に話を聞いて，秋にはレースの方針だけは決まっ

てしまったが，肝心の帆船パレードの詳細が一向に決

まらず，また300隻以上と予定している艇の収容場所

が，お役所の縄張りの関係もあってなかなかに結着が

つかなかった。当方としては，平素レースなどに参加

したことのない艇を含む多数のヨットを無理なく動か

すためには,一週間前から,到着→集合→レース→パー

ティー→パレード→解散または係留と一方向に動かし

たい。あちこち行きつ戻りつと動かしたのでは混乱す

るであろう。帆船パレードの出発地点として予定して

いる岸和田あたりにヨットが集まり，その沖合でレー

ス，同じ泊地に戻って係留，その近くでパーティー，

翌日帆船とともにパレードに出発，パレードの終わっ

た大阪湾付近で解散，残留部隊はその付近に係留とい

うシナリオを描いて交渉に入った｡ところが帆船パ

レードを主催するのは大阪市，大阪市の領分内ならば

何とでもなるが，その領城外になればそれぞれの自治

体と交渉しなければならず，また地元諸団体とも顔の

つながりが薄いとあって，結局は，およそこちらのシ

ナリオ通りになりはしたが，このあたりの交渉に相当

な日数がかかってしまった。もっともまだまだ先の話

だとあせりもせずのんびりと交渉していたせいもある。

このころは参加艇最大350隻とふんでいたが，この

350隻を一度に収容できる泊地はそう簡単に見つかる

ものではない。既存のヨットハーバーにはとてもそん

な余地はないし；通常の港湾は広いようでもそれぞれ

占有されていて割り込めない。結局建設中の港湾で，

埋め立てが大体終わっている部分を一時利用すること

になったのは夏も終わろうかというころになってい

た。

埋め立てなどの工事中，海面は航泊禁止区域に指定

されているため，一時的にせよ係留するためには，水
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であり，どうやら一週間前の土日曜に回航しておき，

レース前日の金曜日の夜，岸和田にかけつけようとい

うことらしい。これが淡輪係留となれば，レース当日

の朝から走り始めても間に合わず，それなら何も前の

週に淡輪に来ておく必要はなく，少なくとも大阪湾周

辺の艇は金曜の真夜中出発で岸和田に直行するだろ

う。淡輪係留は激減して半分以下になるのではないか

と予想した。しかし念を入れて,大阪湾沿岸のハーバー

の艇は，当日レース海面に直接来るように主なハー

バーには手配した。

とはいうものの，一週間前から係留する泊地は確保

すると案内してある以上，やって来た艇に帰ってもら

う訳にはゆかないから，一週間前の日曜日，淡輪ハー

バーで待機する係留担当者はハラハラしながら立って

いた。何と夕方までにやって来たのはわずかに35隻，

長い岸壁にちらほらと係留して，担当者は拍子抜け。

口コミが効果をおさめたのか，見事に出足が止まって

しまった。そういえば，終わったあとの係留も当初の

申し込みでは実に224隻であったのが，実際に置いて

帰った艇はわずかに28隻。準備に力を入れた泊地委員

に申し訳ないような数であった。

とかくヨット連中の票読みは難しい。

深の実測などを付けた臨時使用の許可を港長に申請せ

ねばならず，手続きが完了したのはレース前3週間ご

ろであった。しかもレース1カ月前になって，あとで

述べるように泊地問題で大変更があり，参加申し込み

を受け取ったまま帆走指示書その他の案内書を発送す

ることができず,一部では何やらもめ事があって，レー

スお流れではないかといううわさまで流れたらしい。

■申込数と票読み

初夏には申込書を用意し，希望者に送付していた。

この時点では申込数300艇ぐらいかと考えていたから，

その申込艇を適当にクラス分けしてリストを作ったり

する準備期間が相当必要と見て，2カ月前を申し込み

締め切りとした。事務局への問い合わせ，申込害の要

求はなかなか活発だったが，さて実際の申し込みは一

向に数がふえず，締め切り直前の8月9日現在で，わ

ずかに30隻，これにはコミッテイー一同樗然。締め切

りを1カ月延期すると同時に近隣のハーバーに勧誘に

行くことになった。実際はその後の一週間ほどでかけ

込み申し込みがあって200隻に達したのだが……。1

カ月延期している間に，帆船パレードに対する関心が

急激に高まり，何とか見物席の切符を入手しようとす

る連中が激増したが，切符はすべてとうの昔に出は

らっており，かくなる上は船を出して見物するより道

はないと腰を上げた艇が相当あらわれたらしい。しか

もパレードに参加して帆船を見るためには，前日の

レースに出ておかないといかんらしいぞとのうわさも

流れたらしく，最終的に参加申し込みは536隻になっ

た。この申し込みも締め切り直前に急増し，300隻を

超えた。ふんふん予想通りだなと言っていたコミッ

ティーも，突然500に近づいたと聞いてその数に仰天。

しかもレース1カ月前に，さてこれから皆で一斉に動

き始めようと一同集まったところで，岸和田泊地は一

週間前からの係留は不能，レース前日から使用開始，

と大変更があり，それまで立てた計画を全面的見なお

しとなってしまった。

参加申し込み536隻の中，一週間前からの係留希望

は266隻,パレード終了後の係留希望は224隻であった。

あとの方は大阪北港に建設中のヨットハーバーを予定

していたから問題ないが，前一週間の266隻を収容す

る場所を探さねばならない。今から埋め立て中の港の

使用を交渉しても間に合わず，だいぶ南へ離れるが，

一年足らず前に完成した淡輪ハーバーのあき岸壁に係

留リングを急拠打ち込んで係留させてもらうことに

なった。これがレース20日前。それから急いで印刷発

送をしなければ遠くから来る艇は根拠地を出てしま

う。このころからレース取り止めかというデマが流れ

始めたらしい。

淡輪ハーバーに係留できるのは，ゆっくりつないで

50隻，つめて100隻ぐらいであった。さて，一週間前

から係留希望の266隻を調べると，大部分は近くの艇

二、

一

■天候に恵まれたレース

レース申し込みは536隻になったので，4クラスに

分けていたのを5クラスに増したが,536隻全部がレー

スに出て来るとは考えていなかった。レース申し込み

は翌日のパレード参加権を獲得するためで，最初から

レースは捨てている艇が結構あるとふんでいた。実際

の出走数は3分の2か,いや400隻ぐらいかと諸説あっ

たが，ふたをあけて見ると430隻ぐらいであった◎ぐ

らいというのはスタート後1時間ほど，すでにスター

トラインのボートが移動してしまってからスタート海

面にかけつけた艇もあってのことである。このスター

ト数はおそらく日本最初の大レースで，5クラスに分

けて順次スタートさせたとはいっても，風がほとんど

なく，全艇切れ目もなく大集団となって出て行った。

何しろ昼食をコミッティーポートに届けるため出かけ

たモーターボートは，「半分ほどのコミッティーボー

トはヨットにまぎれて見つからないか，見つけても近

寄れない」と帰って来た有様であった。先頭グループ

のフィニッシュ状況を写した写真からレースをご想像

下さい｡参加者の感想によれば,いやあれで風が強かっ

たらこわかったろうなとのことで，最大2m程度の

微風のおかげで，別の方面には迷惑を掛けたものの，

レースは楽しく無事終了した。

大阪市は帆船およびヨットレース観覧船を出すこと

にしていた。土曜日昼に岸和田沖に勢揃いした大型帆

船を見て，レースフィニッシュライン近くに投錨し，

フィニッシュしてくるヨットを見ようという算段だ

が，これにヨット関係者を乗船させて，ヨットレース

へ

(8）
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抜錨直前，ガスの中から突然姿を見せたおびただしい

ヨットの大群に大喜びであった。しかし，お気の毒に

も帰港予定が早い観覧船では遂にヨットが来る前に抜

錨してしまった。観覧船に乗っていた解説係の諸氏が

見えないヨットレースに対していかなる解説をしたの

か，大いに興味のあるところだが，大阪港へ帰港した

観覧船からパーティー会場へ駆けつけた某解説係が顔

を合わすなり発した第一声は，「殺生ヤー」であった。

参加申し込み艇中,約100隻がレースに出てこなかっ

たが，この中には，パレード参加権さえ手に入れれば

レースはという者以外に，500隻のレースではとても

走る自信がないという欠席組もいたらしい。岸和田泊

地も500隻ではと，レース終了後自艇のハーバーに帰っ

てしまった艇があり，パーティーに出席しなかったそ

のような艇の中には，あのレースはああ風が無くては

結局ノーレースになったに違いないと思っていたのも

あったようである。とにかく大変な数で,コミッテイー

ボートがスタート延期やコース短縮の旗を掲げても，

ヨットに囲まれて皆には見えず，ポートで知らせに

走っても徹底せず，レースになれた者ならこんな場面

でコミッティーがどうするか予想できるが，初めての

人の中には何となく人の後ろについて走っていたとい

う人もいたのではあるまいか。レース前に岸和田集合

が難しくなって，各自直接レース海面に来てもらうよ

うにして，出艇確認をゲートボート間を通過しても

らってナンバーを読み取る方式に変えたのだが，記録

を調べて見るとご丁寧に3回もゲートを通過した艇ま

であった。コミッティーとしてもレース初参加という

人も多かろうと，簡単なレースルールの解説やら，信

号の細かい説明やらを書いて送りはしたのだが……。

（次号につづく）

2

鷲

蛭金、篭池．

に篭蕊羅瀞，

灘

レースフイニツシュの状況（右下にフィニッシュラインがある）

へ
の解説をすることにしていた。レーススタート予定の

時刻には全くの無風，スタート延期後，多少風が出た

のをとらえて順次スタートさせはしたものの，とても

予定のコースは走れず，あとには大パーティーが控え

て終了時間は限度あり。しかも大阪市が大いに張り

切って，あちこちから賞品をもらって来た上に，我が

社の賞品はぜひ1位の艇にとの条件付きもあって，

ノーレースにするわけにはゆかない。観覧船はすでに

大阪港を出港して指定の場所に向かい，これまた帰港

時刻は決まっている。レースコミッティーはスケ

ジュール表と時計と風をにらみながら思案の末，第一

レグの中途にフィニッシュラインを移動させてレース

終了。とにかく順位をつけ，次に全艇機走で観覧船の

所まで行って泊地へ入港という，八方円満な処置を

取った。観覧船のお客さんは，散々待たされはしたが，

近畿北陸支部ポイントレース1回戦レース委員侭秋山福夫
＝里

〃
／
一
フ

ボイン|､レースl胆l戦

所･要時|Ⅲ所要秒修正時IMII|;I11l!!

1：36:55581543791

1：32：l(）553040142

1：33:47562741566

1：26:53521338281

1：32:04552440393

1：33：12559241064

1：41：20608044529

1：38:31591142587

1：35：11571141145

1：40:()8600843288

1：54:496889496310

1：37；59587940441

1：41：24608440531

11:40スター|、260｡7～2m/sec

Sail

No．
名 2回戦艇 艇神 T､C・r

点
一
山
－
９
’
５
｜
叫
一
８
ｌ
７
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
６
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
吻
一
吻

順
一
７
ｌ
３
ｌ
５
ｌ
１
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
皿
－
９
’
６
｜
Ⅲ
｜
喝
－
８
｜
理

〈ん び い ら Y A M － 3 3

めるへんN-300

飛地FS－31

TINKLE2YOK－30

TRYANGLEKIH－30

ひょっとこIIITAK31

R－35YAM－30S

HAYATENJ-24

ン－＆スターJ－24

エンタープライズ．J-24

拳へく一スウォーターJ-24

ストロベリーIIYAM－26

リベンジャーYAM－21

I 識
一
麺
一
”
｜
班
一
調
一
鯉
一
郡
一
恥
一
醒
一
蝿
一
癖
一
軸
一
恥

榊
一
睡
一
榊
一
恥
一
祁
一
秘
一
唖
一
”
｜
榊
一
州
一
剛
一
蹄
一
睡

ノ11

’

し

’

ヌ、

111

Ⅳ
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昭和59年3月15日第108号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

NHK記念杯・シーボニア杯・新春親善レースに参加して

ll'i､Lと委此佐藤和夫

レーティングをもつ艇が毎年少しずつ減少してきてい

る傾向にあり，今後のNORCのレースを活発にして

いくため，レースの楽しさを理解してもらうとともに，

底辺の拡大をめざして，簡単なハンディキャップシス

テム（少なくとも，現行のレーティングルールにくら

べ費用の面では手数料程度で可能なもの）を作り，多

少の有利不利を納得してもらったうえで参加してもら

えるレースをいくつか企画していくべきではなかろう

か。

今回のNHK記念杯・シーボニア杯新春親善レース

に参加した,NORCのレースにほとんど無縁と思わ

れるような参加艇が，本レース実行委員会の独断と偏

見？により決めたハンディキャップによる修正順位の

発表を心待ちにしながら，パーティー会場で，ビール

を飲みかわし，歓談している姿が強く印象に残った。

この正月2日に行われる親善レースが，毎年，続け

られることを願うとともに，今後のNORCのレース

の企画，連営の参考としていきたい。

昨年の正月2B,NHKのテレビ画面を通して946明

けましておめでとう”の挨拶を･･･…なる振れ込みで企

画されたNHK記念杯レースが，今年も正月2日に開

催された。

本年は番組編成上の都合で放映が行われなかったよ

うであるが，㈱シーボニアとくがめら〉グループの企

画・運営のもとで，たくさんの御年玉,賞品，ビアパー

ティーと，正月気分を満喫させてもらった。

NORCにおいては11月末日の小網代カップレース

から翌年の初島レースまでの約4カ月間がレース休眠

期となるが，新年の初乗りに来る人達にとって格好の

デイレースになっているのではなかろうか。また，参

加艇も昨年同様80艇を超え，普段レースにほとんどか

かわりのない艇が，レース仕様の艇に混じって和気あ

いあいと新年の挨拶をかわし合う様子を見て，今後の

NORCのレース企画を検討するための，一つの方向

を見たような感があった。

現在,NORCのレースは,IOR･JORのレーティ

ングを有する艇を中心に行われているが，これらの

ダニ

｜無線従事者国家試験受験勉強会のお知らせ ~’
各級無線従事者の操作範囲は別表をご覧下さい。

なお，「電話級無線通信士」の勉強会は6月初めよ

り開講する予定ですが，無線工学に自信のない方も，

今回のこの勉強会より参加されますと，電気の基礎か

ら理解でき，実力がつき，比較的合格率が良いようで

す。

短波帯無線局の運用には「電話級無線通信士」の資

格が必要です。この機会に取ってしまいましょう。

参加申し込みはNORC事務局に申し込んで下さ

い。先着50名にて締め切らせていただきます。

6月に実施される特殊無線技士(国際無線電話)｢甲」

国家試験にむけての勉強会を下記の要領で行います。

ふるってご参加下さい。

日時5月10B(木)1830より6回

場所船舶振興ビル10階会議室

講師岩瀬靖近氏(JARL理事，養成コース講師）

費用会場整理費会員＝8,000円非会員＝10,000円

教科書国際無線電話2,900円

甲2, 000円

受験申請書80円

輿一

無線従事者操作範囲

1IL!荊級

アマ無線
炎施HzE'|!線'1他力 拭雌

・
一
・
・
ｒ
Ｇ

ｌ
ｌ
Ｌ１曲

一

■
１
Ｊ際ＩⅢ 波 数 レーダー

１
１
１
１

２
８

,と1冊級

無線jul!il

25()W以I､~(ヨット）

125W以下(|堆上局）

制限なし

(免!i'|状による）

やや

雌
○ r､ﾘ

ーノ
×

特殊無線技｜：

(II:l際無線'屯,閥

5()W以1 l)16()6.5KHz

～4()()()KHz

2)25.lMHz以I

6月

1211
に'1○ ××

|()W以~l Ｚ
Ｚ

Ｈ
Ｈ

Ｋ
Ｋ

５
０

６
０

０
４

陥
一 Ｈ

川２
６
１

特殊無線技|言

(III)
ソ！× ××

（‐1‐ノ

|50W以下 |25｣MH'以｣:|
部智略してあります。，郡し〈は皿|‘;委員会にお問い合わせ-’ 茎↓
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昭和59年3月15日第108号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第二種郵便物認可

NHK記念杯・シーボニア杯・新春親善レース成績表

Aクラス Bクラス

I艇瑞 所婆時間 修正時|川(秒 総合順位 所要時M1TCF/TMF修正時間(秒．TCF'TMF 艇瀦セールN() 総合lll剛立セールN（

げんよう 83,41” I:03'23,'1188 110'58 6594 セイカイハ 7575l：13'10 30
ﾛ、’、4'1

乙U4U 1ワ
ム ー
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LJ色ノ

ハRn
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卯
２
０
５
５

７
】
〃
噸

ｊ
１
Ｘ
ｘ

ｌ
１
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《
ノ
ー 84，54)()50 764(） l:04'51 19

83'58” l:02,06',工●ンドレスサマー ／オーテイ
nO F T

筌坐･’ 7396 83'293093 7580 l:03，16 11

ホインシアナI2282 '’45 7269 l:06'41 14 2905 クタール 79'24 7655 l:00'46 5

I鳶04'48”2602 'ノポカンフ ドーリー l:03'39"8941 7226 1992 87『35 7269 146

’ テンブテーションII DMF シルーフィードⅡI7226 8743 7296 l:()3，59 1jOO2

ジタンⅢ 100'25 7338 l：13，41 ボインシアナII 85'542970 7248 l:02『15jZ 5

ヒーーターハー2803 1ハワ『ウノ1
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ライラII l:19,()l〃 桜工11116'3（
公房房P

OIｲイ 17q貝
』』Ju38 92'34 l;()5'55

ワ1りり
J1白白 28

102'55 94'31,,ウワQQ
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ムイ l:08‘3(〕，ワQ1
－凸J詮 7248 。1

J宝
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マリネロ 90'50”118’18
岸
Ｊ
■
ｒ

｛
Ｊ
１

（
Ｊ
１

八
皖
叩
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ワテ
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昭和59年3月15日第108号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

第1回大原杯レースは，昨年（昭和58年）11月20日

(日)に行われた。コースは玄界灘の烏帽子島燈台，

33｡41'N,129｡59'E,半時計まわり。ただし，晩秋の

玄界灘では考えられない微風のため，残念ながらノー

レースになり，去る1月8日(日)改めて決行された。コー

スは前回の燈台より東寄りの長間礁燈標,33｡41'N,

130｡09'Eで，西北西8～9mの風が吹き，まあまあの

風で,13艇出場，ステイトラブルの一艇を除き全艇完

走した。第1回……ともなれば，コース選定にも苦労

し，まず近所の燈台めぐりを選んだが，第2回からは

ロングディスタンスになる予定。

乙毫f
ー

●

一
陸
●

栃

・
売

令名
ら

。
■C

Q

o

h● 謡
弘二ヂ

長
0

と二
叙

より
、
設
幻
（

第1回大原杯レース
夕邑

E怜惑1
，

広報片倉静江

支部長として，長年NORC玄海支部のためにつく

された大原敦氏くジグザグ〉の功績を称え，一昨年の

蟇支部主催レースに「大原杯レース」を組み入れる

ことを決定した。

大原前支部長は，昭和46年から56年まで，九州外洋

帆走協会(KOSA会長・江良新先生・長崎）の福岡

支部の支部長時代も含め,NORCに移行した後の玄

海支部支部長としても活躍されたベテランヨットマン

である。また，アリランレースの発起人（仕掛人？）

でもあり，大原先生御自身，小型艇を駈って第1回ア

リランレースに出場，その後，幾度も出場されている。

「外洋を走れ！大海へ出ろ！外洋帆走協会だ

ぞ！」といつも我々を叱嶢激励されるコワイ先輩でも

ある。

β戸7

クラブハウス会議室にて（1月8日）

〈マリエ〉の吉田オーナースキッパー(左)と大原敦氏(右） へ

第1回大原杯レース成績表
l}j8日（日）曇IﾉLi北西8～9m

グアムレース見送り相模湾
閥棚

－
１
２
３
４
５
６
７
８
９
叩
皿
哩
昭

艇 艇梛 所要時間 T.C・F |||n位

マリエ

玄祐

バンガード

トムボーイ

レテ．ィK

ポ ラリス

トロビカーナ

キャビテーヌ

Dr、HIRO

畔糸

しゃち

モラモラ

鴫海屋丸

(VD&041)

(DOU42)

(VD&036)

(DOU34)

(KIH30)

(YA33)

(YO31)

(VDF9)

(ED31)

(YA36)

(HOL26)

(J24)

I)NF

①
９
５
③
②
６
４
８
７
皿
叩
理

６
０
６
０
４
４
１
４
２
９
０
２

０
２
３
５
３
４
２
２
４
１
３
５

６
１
１
４
８
１
４
９
１
６
８
８

２
言
り
５
５
５
０
０
０
１
３
５
０

３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
５

１
６
ハ
ろ
０
ヘ
ー
９
２
８
５
戸
、
３
９

ワ
】
６
４
７
〈
０
７
割
１
５
７
「
１
Ｑ
ゾ
ハ
ｂ

ワ
】
，
〕
｛
Ｉ
５
３
４
３
４
３
８
Ｑ
〉
２

８
８
〔
ｊ
［
Ｉ
７
７
７
７
７
７
〈
ｂ
７

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

オープンヨットレース

12月30B,三浦～グアムレースがスタートしました。

その3分後,同じスタートラインを使用し，グアムレー

ス見送り相模湾オープンヨットレースの参加艇13艇

が，文字どおりグアムレース参加艇を見送りつつレー

スを楽しみました｡株式会社シーポニア主催で行われ，

優勝艇く慎記郎〉にはペアーでグアム旅行の賞品が贈

られました。

グアムレース参加艇に声援を送り，賑やかに出発し

てもらおうとの主旨でした。

(12)
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写真をそのまま写真図として図載してあります。これ

には表図との関連をつけるため，撮影位置を番号で図

示してあるほか，各写真図中の顕著目標等については

注記で説明をしてあります。

このほか，「ヨット・モーターボート運航心得｣，「荒

天時の注意｣，「関係官公署からの注意事項｣，「海上保

安官署の所在地等」を詳しく掲載してあります。

〈索引図〉

H-131伊勢湾l:150,000(Lat35｡)

H-185三河湾
l:75,000

H-186伊良湖水道一的矢
(Lat34｡30')

H-187的矢一赤石鼻

（昭和59年3月発行定価：各1,000円）

これからの図は，三河湾から烏羽・的矢さらに浜

島・五ヶ所方面への操艇には最適の図です。また，「伊

勢湾」の図は，伊良湖水道入口から湾奥までを1図に

収めてあるので湾内の操艇に役立ちます。

この参考図が正しく使用され，安全な操艇が行われ

ることを望みます。

〈既刊図〉

繩繍二鯛崎'1{蝿｡，
H-171東京一千葉

H-172横浜一木更津1:7．5万

H-173浦賀水道(Lat35｡15')

H-174館山一千倉

隅：:獣嵩ﾉ尉|｣:‘万

グアム見送りレース成績表

レース委員長薬師寺

修正
11lj1位

セール

No.
艇 名 所要時|川

シンキロウ

リボカンブ

サモア

テ､クブライ

カラス

カイシンマル

アサマ

ミンクス

コーストガード

スイスイ

ユキヵゼ

オオミズナギドリ

ビックアッブル

ーマユ

ローテ‘ム

１
２

０
２
５
０
０
０
５
７
０
５
２
２
９
９
０

２
０
５
１
２
５
９
７
２
９
１
６
９
５
７

２
６
０
０
２
７
２
２
０
９
６
８
２
０
３

２
ワ
ー
３
２
３
２
３
３
３
２
２
２
２
３
２

１
２
１
１
１
２
１
２
１
２
１
１
１
２
１

９
３
４
４
９
７
３
１
１
８
８
３
０
４
５

３
０
５
５
３
０
４
０
５
０
５
５
４
０
４

０
９
３
６
８
３
３
７
３
４
２
３
２
６
６

４
４
１
１
２
２
１
１
４
５
０
１
２
５
２

／

４
５
６
７
８
９
加
皿
哩
過
Ｍ
妬

α里

王

伊勢湾および付近の

「ヨット･モーターボート

用参考図｣発刊のお知らせ

㈱日本水路協会では，これまで外洋帆走用図の2図

と近海帆走用図の6図を発行し，好評いただいていま

すが，今回引き続き，伊勢湾・三河湾の全域および浜

島，五ヶ所方面を対象とした「ヨット・モーターボー

ト用参考図」4図を完成しました(索引図参照)。

このシリーズは図積47×31cm,既刊図同様，両面と

も防水加工を施し，表図はマット加工でコースの鉛筆

記入や消去も自由にできるようになっています。

これらの図は，日本外洋帆走協会が中心となり，地

元支部，関係の操艇専門家による要望を十分とり入れ

て編集したもので，つぎの特長を持たせてあります。

〈表図〉

6色刷で，マリーナ基地，自然人工目標海中危険

物，定置網，魚礁等深線による浅所の表示，潮流符，

潮流の特徴，主要道路，顕著目標無線局，海水浴場，

釣場の通称など詳細に図載してあります。

航路標識は，灯台，灯浮標浮標など標体の塗色は

実際の色彩を，灯光についても実際の光と同色で印刷

してあります。

〈裏図〉

3色刷で主要マリーナ基地付近と操艇上主要な海域

を航空機による傭蹴写真および艇上から望見した対景

索引図

愛知県

名古屋

H‐131

へ

四日市

滑

蒲邸

H‐185

知多湾

勢湾伊

ご 涙H-186 ～

〆
〆

〆〆

一トー一彦
‐、

制蕉瀞
）

三 重

伊良湖岬

蝉繍｡。
神島

三重県
馬

器謹；H‐187

聾呼雰~雷龍i"
驚
へ

大

(13)
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今後の計画

当協会では引き続きこの種の参考図を下記の計画で

編集する予定です｡ご希望など気がるにこ連絡下さい。

昭和59年度芦屋,明石,洲本,和歌浦方面の参考図

昭和60年度播磨灘方面の参考図

昭和61年度相模灘，江ノ島，伊東，下田方面の参

考図

以下逐次，日本沿岸について刊行の計画をたててご

要望に応じる予定です。（例）

●お申し込み方法
申込書

葉書・手紙・電話いずれ

でも結構です。希望するH-l31伊勢湾枚
図の番号，表題，枚数をH-185三河湾枚
記入の上お申し込み下さH-186伊良湖水道一的矢

い。 枚

（右の記載例参照)H-187的矢一赤石鼻枚
代金は到着後，下記のぃ送り先

ずれかの方法でお払い込住所〒
み下さい。 氏名

●定価および郵送料電話番号

定価は各1枚1,000円

郵送料240円

●お支払い方法

銀行振込の場合……三井銀行日比谷支店

No0923403

郵便振替の場合．．…･東京0-43308

その他．．…現金耆留・切手

●お申し込みおよびお問い合わせ先

〒104束京都中央区築地5-3-1海上保安庁水路部内

日本水路協会サービスセンター

電話03-543-0689（直通）

紀 伊 水 道・大阪湾の

ヨット用海図にご意見を

内海支部泊地委員会

日本水路協会では，かねてからヨット・モーター

ボートのために使いやすいチャートを発行する計画を

進めていますが，すでに東京湾付近のチャートが昭*11

58年春に発行されており，近く伊勢湾付近の分が発行

されます。それに続いて昭和59年度には紀伊水道・大

阪湾を，昭和60年度には瀬戸内海東部を予定し，現在，

紀伊水道から大阪湾までの海域の計画を検討中とのこ

とです。

このヨット・モーターボート用チャートは，すでに

ご覧になった方もあるかと思いますが，大きさが正式

海図の4分の1と小型で，水にも強いようにビニール

(14)

で防水してあり，内容も水深や山の等高線を大幅に省

略する代わりに，ポートに参考になる事柄が記入して

あります。また裏にも泊地などの航空写真や参考記事

を入れてあるなど，ヨット・モーターボートにはあま

り必要のない情報を省略して使いやすくしたチャート

です。イギリスやアメリカでは以前からこのような

チャートや水路誌が使われていますが，日本では初め

てのことですから，チャートを編集する水路協会も実

際に使用するヨット関係者の意見を聞きたいと言って

います。我々としても出来るだけ使いやすい良い

チャートを作って欲しいと思います。

昭和59年度の刊行予定は4枚です。4枚で紀伊水道

から大阪湾をカバーするとして,10万分の1の縮尺で

図示してあるように割りつけてはどうかというのが原

案です。ヨット用チャートを利用する立場から，最も

利用しやすい図割りはどうすればよいか，チャートの

中に記入する情報としてどのようなものが欲しいの

か，参考資料として何を入れておくべきか，など皆さ

んのご意見をお知らせ下さい｡また,お知り合いのモー

ターボート関係者にも意見を聞くとか，できるだけ多

くの方の意見を寄せていただけば一層使い勝手の良い

チャートにすることができます。紀伊水道・大阪湾の

分はこれから検討し始めるところですから，皆さんか

らのご意見ご要望をお待ちしています。

ご意見ご要望などは

〒672姫路市八家1296妹尾方

日本外洋帆走協会内海支部

へお送り下さい。

～

へ

へ
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度謬度謬 安全委員会から頒布品のお知らせ

菌菌
NORC

ヨット専用レーダーリフレクター

委員長児玉萬平

S-270-YA型

S-270-YB型

・強力反射面積10.0m2以上

ORC基準合格

・軽量（プラスチック製）

。組み立て，収納が容易

・ハリヤードで

簡単に上がるスイブル付

安全委員会斡旋価格

1

蟹

7S-270-YAI-､¥

望されておりました力訂,0RC

の特別規定を満たす10m2以上

の反射能力を持つ製品がなく，

対応に苦慮しておりました。

NORC安全委員会では，観

測気球用リフレクターのトップ・

メーカーであるトーテックス社

との共同開発により，プラス

チック製の軽量で取り扱いの楽

なヨット専用リフレクターを製

作致しました。本格的セーリン

グシーズンを控え，特別価格に￥4,000（一般￥5,200） ｜ ‐

S-270-YB(スイブル付)S-270-YB型（スイブルビース付）て斡旋致しますので，この機会
ｽﾃﾝﾚｽ･ｽｲプﾙピｰｽ

￥4,40 0 （ 一 般 ￥ 5 , 5 0 0）に各艇にお備え下さるようお願
No．1-6385-4

いします。

最近，本船，漁船を問わず省力化のため見張りなお，現在リフレクターをお持ちの方で，反射

不足による衝突事故が多くなっています。そのた面積不足と思われる方は，各フリートの安全委員

め強力な反射力を持つレーダーリフレクターが要にご相談下さい。

日本の新しい浮標式

|蕊駕黙蓮調年3HP18,7月I

浮標や灯標のような，海上に設置される航路標識の

様式を定める「浮標式」が，世界的に統一されること

になりました。

我が国においても，約2,000基におよぶ航路標識が，

新しい方式に変更されることは，すでにお知らせした

とおりです。

新しい浮標式への変更は，図（右図）のとおり昭

和58年度に東京湾からスタートし，以後，伊勢湾，瀬

戸内海等，各海域ごとに7年間にわたって実施し，昭

和64年度に完了するよう計画されています。

当該海域における具体的な時期的スケジュールは，

その実施に先立って事前に海域ごとに周知されますの

で，ご注意ねがいます。

（海上保安庁・灯台部より）

NORC本部，東海支部，内海支部では，小冊子「浮

標式変更シリーズ②」（伊勢湾，紀伊半島周辺，四国

(15)

南岸）を会員に無料で差し上げております。なお，小

冊子の13ページの灰|で，ヨセマル灯浮標の図が間違っ

ており，「北方位標識」（上部黒，下部黄）が正当です

ので，訂1Iねがいます。

浮標

oノ

〃
Q

『

⑬

｡｡

〆

ノ

(注)○の中の数字は、

変更作業が行われる海

域の実施年度を示す。
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NORC東海支部レース・スケジュール

NORC東海支部レース(案）

レース名

i刑佛日

パールレース(本部）

7月27日（金）

卿 ′ 鮎 ﾚ ー ｽ

3j－l2()日（日）

熊野レース

6月9日(-i:)・10H(11）

束海レース

11｝13日（け・4日('1）

'|喘豆→里1．j約→閾''ｲ!:→

'|職‘,』

幡豆→的欠→'幡豆

（100M）

幡1,1→野鳥→広蹴ブイ

→野j;h→蝦艦→'陥弘

鳥羽→小網代

（15()M）

ス．

(狐）

スタ一ト

タイムリミ・ソト

111込允および'11込締切

レ－ス参加料

乗i － i 参 力 1 1 料

艇陵会‘淡

艇艇会議聞雌場所

し－テイング

クラス

安全規M'1

回有.[.'.'1数

ｲ 11当ブリ－卜

JOR総合優勝

竜〃～僅勝

〃～優勝

:ジファーストホーム

ブレー卜

AM6:0()PMll:（)O

PM5:00PM5：()0

レース1週間前までに支部無務hjへハガキで申込

Y3.000／1艇ただし締切後の申込は遅延料として2

会且￥1，()0()／1人非会貝￥3､()00／1人

19日PM6:001PM8:00
日産マリーーナ束加上・ミーティングルーム

JOR

JORI～111,Ⅳ～ⅦJORI～111,

O R C Ⅳ O R C III

5359

三iⅢI湾幡 巫

半ul，lj長林’'1雲賞

ブチプランス'f4(チ タ杯

VIND′曲角IH・竹内杯

杉山杯ヤマハ杯

総合2～3位，各クラス2～3位

AM（）：（)O

PM3：（)0

ヘM1(）：（)(）

000円を徴収

Ⅳ～Ⅵ

ORCⅣ

54

処

ネービー'曲（ﾗ

〃 （卸

〃

〃

ORCIII

65

本部（支部）

グー

岫
一
い
一
鋤表

グ
グ
〆

据
’
二

年間表彰

得点方法…･･･各レースとも，固有点数からの減点方式とする。

ただし,DNS･DSQ=5点DNF=固有点数一参加艇数

（例：野島レースの場合1位53点，2位52点，3位51点と以下続く）

JOR総合優勝･…･バイスアドミラルカップ

JORクラス～優勝．．････関谷杯JORクラス～優勝..",角田杯

表彰プレーチ･…･総合2～3位，各クラス2～3位

クラス分類は参加状況により変更することがある。

合同レース
※‘洋細は未定

第2回灘介

|面]レース

第91且I東海フェスティバル

合'11レース

レース名 鋪9回Ji,ケ所溝合|‘i｣レース 第8u伊勢湾介IIijレース

僻1雌1 1

コ－ス

レース参ﾉ川料．

艇蛙会縦

開雌場Iﾘ『

クラス

イ11当フリー！、

庭｜総合優勝
鯵｜各順位

4ノj29H（H）

女補沖→_li,ヶ所禰LI

NORC会員Y3．()00／l艇

衣浦ヨ･ソトクラープクラブハウス

衣浦ヨ‘ソトクラブ

別に定める

此WM・樹ilt・iiケ所･三河満

干代H1賞

別に定 め る

5月27日（日）前夜祭26日

I！L1日市→iIt

会友Y4､()0()／l艇・非会只Y5

オーストラリ ア 館

｜ﾉLlH｢iヨットクラブ

|'0月l0Hl

|i'!沖｜
()0()／l艇

|雛ﾖ"ﾄﾊーパー｜
|柳ﾖ,ﾄﾊーパー’

9月16日（日）

衣浦沖

一

半旧港〕亜㈱

衣IIiヨ･ソトクラフﾞ

卜'一’
|ﾉL1日'1j・ilt・鬼岫

′附洲一市蛙林

武WN・菌i‘t・'陥巫

半田'lj長賞・武盤町民'尚表
彰

年間表彰

総合優勝，総合2位，総合3位……トロフイー

シリーズレース

スフ・リングシリーズ，フリート対抗および東海支部チャンピオンシツプレース3月18日幡豆沖

オータムシリーズ9月15日オリンピックコース

フリート対抗レース16日東海フェスティバル合同レース

東海支部チヤンピオ23日シヨートインシヨアー

ンシップレース

23日ロング・表彰表

※（合同レース，シリーズ・レースの詳細は後日連絡します）

※支部事務局〒460名古屋市中区丸の内3-21-21チサン丸の内第5-902ミヤコ内

金（052）971-5835AMlO：00～12：00

(16)
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第3回J/24クラス全日本選手権成績

1983/11/18～23(西桝）

レース④ レース⑤ レース⑥レース① レース② 総 合レース③処､／蕊
恥じ，『】

順位

リコーノ｜

番号

セール

番号
艇搭 艇長名 水域

111(1位llljI位 得,【.(！ 祥‘Ilj 得‘!‘1J'11〔1粒 得,‘.'.’ lllH位
●
山
Ｌ
０

Ｇ
Ｊ
Ｆ
Ｊ

”
Ｉ
「

弓
４
－ '''11位 符.4．！ llM位 得,1.1‘！

151j/i

646

1636

1339

547

349

943

250

2329

1834

1438

1042

844

745

2923

1240

2032

2428

2725

2230

2824

448

1537

1735

1933

3517

1141

1031

3418

2527

DSQO

3715

3220

466

26DSQ

DSQO

3616

3022

3319

475

4012

3814

45DSQ

457

3913

4111

4210

DSQO

3121

439

448

％
％
％
児

イ
イ
ノ
″
８
３
２
０
９
８
３
１
６
４
０
２
２
６
６
４
２
１
８
９
８
５
３
０
３
９
４
４
４
３
３
９
２
０
２
６
１
６
３
１
．
６
９
７
２
１
１
９
３
９
４
７

２
０
０
９
８
８
８
８
６
６
６
５
５
３
３
３
３
３
２
１
０
０
０
０
９
７
７
７
６
６
６
５
４
４
３
２
２
１
１
１
０
８
８
８
８
７
６
６
４
４
３

３
３
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

杣松典

稲本征四郎

木村誠

塩川 孝 二

辻村安太郎

1,.111幸i'＃

諏訪袖男

二'高降雌

I{I中良三

冊井菩規

水｛i；修桁

荻原 承 一

廠崎義男

原均

!'1野誠

諏 訪 泰 久

稲皿 旗 雄

111中均

削 崎 洲
.『■1ｰDp

JI_十風忙

zllr良正彦

谷伸lﾘl

山田 眺 久

潮川洸城

HI 代 誠

#'I部I弔竹

辻正明

中山道則

米谷方fll

商橘良寿

金 拐 昭 郎

怖井｜玲介

関怖〃、

大月美iW・

村湘袖美

山 崎 進

池 田 陥

大石恭稔

iltIHfjI吾

#｣:Mf紳

ｲIlj原廊成

水坂 佳 規

胤 湘 単

横山秀樹

中嶋美津-｢・

山田融和

i-l愛健一

大 西 政 雄

荻 原 大

榎本 卓 雄

山本微

エスメラルダ

アボロニア

ブ､ローア､ソフ‘

ラィI､ニンクバロン

エンタブライズ

チャイナタウン

ワンタ一ウーマン

ブーメラン111

ハンフテイダンフテイ

E・T

ハングオバー

オリーフ．II

JofJ

音波行Jr

オノ

ドンキー

オルフェ

モビディック

ユウトビアン

ソルテァ

アルフイ

マンタ

ビバ

アドニス

シーガル

ストリートガール

アマテラス

ブロモントリー

マホロバ11

ﾚﾃｲﾝｬ
、I′

うじ

ルシェイルIⅡ

ウイ､ソブスター

レディファースト

ロブスター111

ララジュニア

句垂一Eもf一I

ンツノンツノ

ホ･ソトスバー

メナミ11

サーンャ

ブレイボーヤ

レッドスター＆薬師九

ナィンローズ

ドナルドダ･ソク

ミズ

ェ グ ゾ セ

バイサウインドセーラー

フレ‘ソシュウインド

チサト

シーアンドスター

GEM

関東

樽多

西寓

浦水

びわ湖

関束

西寓

中部

西寓

西'1;i『

"'1膳

関束

西桝

西1;f

びわ柵l

西’f;f

西,i;｛

関東

西1;｛

中部

柳多

博多

中部

徳Kル

西宮

簡山

沼郡

商松

愛雌

関束

'41束

伊勢

西桝

西寓

中部

中部

#j’（磨

艸多

関束

小樽

愛媛

中部

岡山

西宮

中部

西寓

斌鱗

西寓

西’肉

びわ湖

西宮

蝸
吻
艸
佃
調
卿
躯
卵
妬
肥
粥
別
虹
妬
“
諏
犯
訓
叫
妬
酪
鋤
幻
肥
鋤
別
妬
姐
誕
妬
媚
過
刈
５
酩
犯
四
６
昭
皿
塑
９
叩
８
４
妬
０
Ⅳ
０
７
０

５
４
鯛
妬
肥
１
Ｍ
似
８
７
妬
３
２
妬
的
Ⅱ
加
伽
“
抑
的
鋤
妬
９
５
刷
躯
鋼
哩
調
別
加
盟
皿
弧
唱
仰
釧
偲
網
帥
調
妬
６
弱
岨
蜘
幻
詔
弛
肥
Ⅳ
｜

Ｃ
Ｃ
Ｃ

４
１
蝿
３
昭
５
型
２
７
釧
聰
釘
Ⅲ
６
８
蝿
即
刻
銘
妬
Ⅳ
酩
妬
拓
翠
肥
略
加
肥
”
９
調
鋤
碑
鯛
叫
詔
妬
如
似
鈍
い
蛇
“
蝸
師
Ｎ
妬
Ｎ
妬
Ｎ

ＪＩ

ＩＪ

Ｄ

３
７
４
９
８
７
３
６
１
５
３
１
４
２
５
２
１
２
４
８
５
５
０
９
２
９
８
８
７
５
０
１
０
３
１
２
３
５
８
１
９
７
７
０
５
７
９
３
６
３
６

３
９
７
６
７
７
７
６
７
６
６
７
６
６
８
６
８
９
８
７
６
７
９
８
７
９
５
８
８
６
８
８
７
７
９
５
８
７
９
６
６
６
５
７
９
７
９
７
８
５
７

９
６
８
５
６
６
５
６
５
８
８
８
８
５
８
８
６
６
８
８
６
６
６
６
８
６
５
８
６
５
６
８
４
４
８
５
６
８
８
８
８
８
４
８
８
８
８
８
８
４
５

１
２
２
３
２
２
３
２
３
２
２
２
２
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
２
２
３
２
２
２
２
２
３
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
、
幽
咽
皿
鴫
肥
Ⅳ
肥
四
加
幻
幽
閉
型
鰯
妬
汐
沁
閉
鋤
虹
詑
調
鋼
弱
拓
師
犯
調
艸
虹
蛇
“
“
妬
拓
鞭
帽
娚
卵
副

へ

へ

曇後晴 蹄曇晴HIIi晴天候

NE N ENNE－NWSW象 |乱向 NNE－N

’
生･

Xl

8～59～10 8～9風速(m/s) 5～24～5 ３
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’

第S回熱海ケッチ

ミーティングのお知らせ

今回のケッチミーティングは,NORCファミリー

レースと合同で行います。

主催日本外洋帆走協会，熱海ケッチミーティング委

員会

後援熱海市，熱海ヨット協会

協賛大熱海漁業組合，熱海後楽園ホテル

日時昭和59年5月3日（木）

〔スケジュール〕

出艇申告および艇長会議：0730シーボニア

スタート:0900小網代

ゴール：熱海港タイムリミット:1600

パーティー:1800～2000陸上よりパーテイーのみ参

加も歓迎。温泉入浴無料。

参加資格：自己の責任において航行する艇

2本マストを有するセーリングクルーザー

（偽装可）

レーテイング：レース委員会にて決定

賞品：多数

出艇料:1艇1万円，パーティー:1名3千円

アフターレース：5月4日大島波浮港までのトローリ

ング大会予定。

＠参加希望艇は,NORCおよび下記まで申し込み願

います。後日，実施要項，帆走指示書を郵送致しま

す。

熱海市林ヶ丘18-5〒413稲葉文則

TELO557-82-3492

＠締切：4月20日

NORC協会ニュース

支部別各委員長連絡先

沖縄支部

く計測委員長〉山城洋祐

〒903那覇市首里末吉町1-187-2

念0988-84-8600(自),0988-67-0111(内407勤）

<帆走委員長〉東江正喜

〒901-21浦添市沢岻955-2

念0988-77-5828(勤）

(18）

<通信委員長〉平良健

〒903那覇市首里石嶺町4-202

念0988-86-2932(自),0988-66-2691(勤）

玄海支部

く計測委員長〉大原元太

〒815福岡市南区大橋4-21-3

8092-541-5006(自）

<安全委員長〉有吉伸二

〒815福岡市南区長丘4-7-15

s092-512-2745(自),092-771-8800(勤）

<帆走委員長〉末松明

〒816福岡市中央区平尾5-22-30

a092-581-9121(勤）

<通信委員長〉岩永勇

〒819-03福岡市西区大字田尻1052-4

壷092-806-5057(自)，092-953-2488(勤）

西内海支部

く計測委員長〉松本明雄

〒73O広島市東区牛田早稲田4-10-20牛田コーポ

ラスD-702

念082-223-0542(自）

<安全委員長〉藤川龍生

〒734広島市南区北大河町26-14

a082-251-1748(自),0822-49-9123(勤）

<帆走委員長〉佐伯敏則

〒73O広島市出島1-4-7

缶082-255-3522（自，勤）

<通信委員長〉小林勝海

〒737-21広島県安芸郡江田島町向側18320-5

念082-342-0035(自）

内海支部

く計測委員長〉飯塚功二

〒656兵庫県洲本市古茂江1276サントピアマ

リーナ内

念07992-4-0401(勤）

<安全委員長〉飯塚功二

〒656兵庫県洲本市古茂江1276サントピアマ

リーナ内

S07992-4-0401(勤）

<帆走委員長〉谷川晴彦

〒590堺市城山台1-7-11

念0722-99-1213(自),06-372-2511(勤）

<通信委員長〉近藤絃一郎

〒659芦屋市奥池南町12-8

S0797-31-3821(自),06-441-8676(勤）

近畿北陸支部

く計測委員長〉田中康一郎

〒611宇治市広野町宮谷56-64

a0774-44-3871(自),095-921-0311(勤）

<安全委員長〉上羽正男

〒606京都市左京区北白川上別当町18

へ

へ
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"075-791-5172(R),075-791-5172(勤）

<帆走委員長〉真田恒男

〒616京都市右京区鴫滝石砂l

窓075-463-8585(自)，075-462-0246(勤）

<通信委員長〉森井幸治

〒63O奈良市鶴舞東町1-75-102

a0742-44-0203(自),0727-93-2855(勤）

東海支部

く計測委員長〉大矢隆

〒453名古屋市中村区下中村町1-101

a052-471-0432(自）

<安全委員長〉沓名洋一

〒444-12安城市根崎町北根132

a0566-92-0835(自),0566-75-2000(勤）

<帆走委員長〉中村孝

〒443-01蒲郡市形原Ⅲl.三浦町11-3

S0533-57-4401(自),0564-51-5911(勤）

<通信委員長〉榊原秋元

〒475半田市平和町1-71

念0569-22-6699(自),0566-42-1531(勤）

駿河湾支部

く計測委員長〉大坪六男

〒420静岡市瀬名2554-1

e0542-61-1269(自),0543-45-0060(勤）

<安全委員長〉望月誠

〒420静岡市南安倍3-15-30

壷0542-85-7614(自）

<帆走委員長〉浅井一省

〒424清水市草薙1889

S0543-46-9602(自),0559-63-5151(勤）

<通信委員長〉増田隆美

〒424焼津市中根新田121

念0546-24-9043(白，勤）

関東支部

く計測委員長〉林賢之輔

〒240-01横須賀市秋谷1-1-29

缶0468-57-5336(自，勤）

<安全委員長〉児玉万平

〒253茅ヶ崎市矢畑763-7

念0467-86-2508(自)，03-502-0526(勤）

<帆走委員長〉武市俊

〒336浦和市原山2-33-8-7-404

念0488-82-5598(自)，0482-25-1753(勤）

<通信委員長〉 篠原要

〒233横浜市港南区港南台6-1-43-501

e045-831-2370(自),03-382-4422(勤）

北海道支部

く計測委員長〉海老名俊男

〒047小樽市稲穂4-12-7

a0134-25-4182(自),0134-24-2333(勤）

<安全委員長〉一鉄安司

OFFSHORE 昭和52年7月21日第二種郵便物認可

(19)

〒047小樽市錦町17-3

a0134-24-0135(自),011-222-3761(勤）

<帆走委員長〉中山久明

〒061-12札幌郡広島町島松111-6

a01137-6-2820(自),01137-6-2504(勤）

日本外洋帆走協会新役員

役員名簿昭和59～6()年}1I当

昭和59年2月25日，弟5回代議貝会および第901''lIII!¥

会にて選}|｝

峨名
ﾉL

1x

イノ1#.f会艇

理事．会抵

JIM'li･剛会股・内〃ﾘ:支部挺

理,|1･M|j会隆。隣1束支部催

理報.！､l｣[務即小

理‘Ⅲ．′陥・務理‘'1

理班．′鮒・務理‘I1

j:IM'M

理 無

flll'I|i-

即‘ '1

理一W1．

f'l!-llf

理‘|；

理』Ⅲ

理半

理 ！| ,｢

理.lf･駿河杓文部股

f'l!1|i-

理'II･火海支部憧

理』j1

剛部

理邪一

理'|＃・近般北峠文部-股

理 事

fIM1|i､

"[IW.

卸無

理‘'1．1岬内海支部踵

理1'1．．玄海支部股

理‘|＃・沖繩支部隆

跣 事

儲 半
L

理事退任：岩田械夫，秋山欣徳

淵の別
+IIｲ［

｢111f

llI1｢二

脚1｢：

+叫征

lij1｢：

新柾

再{｢喜

新ｲ｢：

脚1｢二

再任

IWI

w1｢：

再価

+ljl｢:

脚1｢：

+lj:1｢:

再1｢：

新1｢：

閂.征

榔征

再1｢二

叫任

I11.1[

llj.任

『lj.ｲT:

再1｢：

再1壬

再1｢：

再任

I1〃｢：

叫征

再征

氏名

1'1．嵯徳典附

ｲ,.原'''4i1太郎

秋田i',リ」阪

大俵兇城

i,'i水栄太郎

I嶋田武夫

iⅡI村次郎

1,~-j-|き」|(イ｣・

今岡又彦

jH路一郎

篠原要

武市俊

i'!当英臣

林1攝之輔

山|崎述光

枇山兇

渡辺修論

墹Ⅱ｜孝二

林政幸

小林義彦

川藤蔵男

郁築勝f|」

11jlll"

三井祥功

秋山柵夫

批伝名一良

松木哲

111田束吾

岩田行史

冊元征111郎

城間祥行

飯島元次

平松栄一
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専門委員長名簿（昭和59年，60年抑当）

昭和59年2月25日第90回理事会にて選出

59年度は，

①参加艇を増す方向でいろいろ検討したい。

<西内海支部〉

①フリート（支部内）の活性化を考え，各フリート

主催のメインレースを作るべく進めているが，参加

者が減少の傾向がある。

59年度は，

①オーバーナイトのレースをデーレースにすること

で参加艇の増化を期待している。

②別府レースをより以上に中心レースとして参加艇

の増加を計りたい。

<沖縄支部〉

①58年度4レースを開催した。会員艇がまだ少ない

ため，今後の活性化をめざし，なるべく制限の少な

い（レーティングルール等）レースをj魚討していき
たい。

59年度は，

①第7回沖縄レースへ万全の協力をしていく。

<東海支部〉

①58年度の参加艇数についてはほぼ例年並である

が，三角レースを含むシリーズレースが中心になり

つつある。

②オーバーナイトレースをデーレースに変更して

いったことで，レースの規模が小さくなりつあり，

今後の検討課題が残った。

<北海道支部〉

①支部となって初めて150マイルの島回りレースを

開催した。また,IOR,JORを持つ艇がまだ少ない

ため，ファミリーレースを行っている。

59年度は，

①小樽博に合わせ，小樽博レース（ナホトカから小

樽）を検討中。

②会員の増化を目的としてレースを活性化していき

たい。

<関東支部〉

①いくつかの島回りレースを除いて島回りレースは

参加艇減少の傾向がある（特に八丈島レース，三宅

島レース等)。

②他支部と同様に三角レースを含むシリーズレース

（フリート対抗チームレース等）の参加艇数は安定

している｡

③レース日程が過密化していることと，有効なレー

テイングを持つ艇が減少していることを考慮して58

年度事業計画をたてたが，準備不足で，参加艇の増

加を果たせなかった。

④本部主催で検討して予定された全日本オフショア

チャンピオンシリーズが，準備不足のため全国レベ

ルの支部対抗チームレースとして成立せず，急拠，

関東支部主催にして，ボート対ポートのレースに変

更し，参加艇13艇にて開催された。

少ない参加艇ではあったが，59年の本レースの開

委貝 会椚 ’氏 名｜委員会塩氏名

総 務

|{1際小

会報小

財務

加f半思想普及

安全

i汁i!1'l

il'i水栄太郎

大儀見猟

大儀見猟

墹当英臣

今岡又彦

児二li万平

林リif之'illi

技 術

111北

ﾉし－ル

池1耐

法政

油地対策

渡辺修論

武市俊

石井正行

篠原要

鳴川武夫

平野脚美夫

以｣全貝再打:。

委貝の選出については，節9()|ﾘ|理事.会で委貝fと一任が

決議された。

１
２

毎曼

’83年度全国

帆走委員会議事録

日時

場 所

出席者

58年12月11B(日)0930～1730

B&Gセンター（東京）

本部：大儀見董，清水栄太郎，武市俊／北海

道：城丸隆／駿河湾：浅井一省／東海：山田

邦彦／内海：谷川晴彦／西内海：佐伯敏則／

玄海：末松明／沖縄：桃原秀明／関東：宮坂

敬三，薬師寺千代美,朝河清,長江博人,小沢

美弘,佐藤和夫／総務委員：大橋且典

以上17名

へ
1．各支部の58年度事業の総括および59年度事業方針

く内海支部〉

①参加艇の減少傾向

②レースの開催数(NORC内海支部主催レース以

外を含む）が増えて，日程上かなりの無理をしてい

る。

59年度は，

①参加者を増す方向で開催数を考える。

②本部レース，各支部レースの日程を早めに作り，

全国帆走委員会にてレース日程を最終検討したい。

③IOR,JORによるレーテイングシステムのレース

だけでなく，レーティングを持たない会員の参加で

きるレースも検討していきたい。

<玄海支部〉

①ワンデザインクラスレース(J-24)が活発にな

りNORC主催のレース参加者と二分化されている。

従って，参加者の減少がみられる。

(20）
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催に対する（運営面において）自信をもった。

59年度は，

参加艇の増加を目標とした，参加者の立場に立っ

たレースの計画，運営を目指したい。

また，現行のレーテイング方式にこだわらない，

だれでもが参加できるファミリーレースの検討を進

め，参加艇の減少に歯止めをかけたい。

以上，各支部の報告を得たが，ほとんどの支部（北

海道および沖縄支部は別として）において参加艇の減

少が傾向となっている。これらの原因は，各報告をま

とめてみると，次の2点にありそうである。

①レース開催数の増加による過密日程

②現行のレーテイング方式にて行われるレースに参

加する艇が減少している。（これは上位の成績をと

る艇がほぼ決まってきており，これに対応していく

ためには常に新しいデザインの艇が要求されている

ためではないか）

上記の2点を考慮して，今後の事業計画立案の目安

としていく必要がありそうである。また，後述されて

いるが,JORのレーティングの見直しと，より簡易

な（安価で簡単な）レーティングルールの検討を計測

委員会に依頼していく方向で58年の事業総括と59年事

業計画の方向について報告，検討が行われた。

2．本部主催レースについて

①運営方法に関して

関東支部帆走委員より，これまでの本部レースに

ついて，鳥羽パールレースおよび琵琶湖クルーザー

フェスティバル等，特殊な運営をされているものを

除いて，ほとんど関東支部の計画，運営が常識化し

ている｡本部主催レースと支部主催レースをかかえ，

関東支部帆走委員会にとり，時間的な負担が大きい

ことと，本部主催レースへの各支部の感心を高める

ためにも，今後の本部主催レースの計画，運営に各

支部からも参加をしてほしい旨の提案があった。

これについては地理的に難しい点もあるようなの

で，年間に何回かの帆走委員会（全国レベルの）を

開催し，計画に参加することで各支部に対し本部

レースへの感心を高めていく方向で解決していくこ

とになった。

②烏羽パールレースのレース委員長選任の件

武市委員長より59年度の烏羽パールレースに関し

て，例年，関東支部からレース委員長を選出してい

るが，59年度は運営の中心になっている東海支部か

ら選任したいとの提案があり，東海支部の山田委員

から，支部に持ち返り善処する方向で検討を進める

旨の話があった。

3．59年度，本部主催レースの日程

クリッパーカップ代表選考レース，沖縄～東京レー

ス，江ノ島～清水レース，烏羽パールレース，全日本

(21）

オフショアチヤンピオンシリーズの5レースについて

打ち合わせが行われ，日程，内容が決定された。

また，各支部委員より，本部主催レースの日程を早

い時期に決定してほしい旨の要望があり，2の議題時

に案件となった全国委員会を年に何回か行うことで解

決していく方向とした。

4．海外レースへの代表選考について

①59年クリッパーカップ代表選考方法について，当

初国際委員会において検討されたスケジュールにつ

いて運営上の無理があり，選考方法の内容，スケ

ジュール等について討議され，4月初～4月中旬に

かけて東西2チームを2地区において代表選抜する

案がまとまり，国際委員会の承認を持つこととなっ

た。（昭和58年12月11日現在）

②今後の海外レース代表選考については，毎回選考

レースを開催するのではなく，年に1回，翌年の海

外レースの代表選考の参考成績の対照となる充実し

たシリーズレースを行っていきたい。

この件については，国際委員会，帆走委員会合同

で，引き続き検討をしていくことになった。

5，計測委員会からの報告

大橋委員から全国計測委員会の報告が行われた。ま

た,JORの位置および簡易レーテイングの検討につ

いての説明が行われた。

6．通信委員会からの報告

清水理事から，今後の無線を必要とするレースにお

いては，59年度は2MH帯と短波帯を平行して使用

していくが，近い将来は短波帯を条件としていきたい

旨説明があった。

この切り替え時期については通信委員会と早急に打

ち合わせを行うこととした。

7．ORC年次総会の報告

大儀見副会長から，先般出席した総会の報告があっ

た（内容は本誌に掲載）

帆走委員会からのお知らせ

●クリッパーカップ東日本選抜レースの日程が変わり

ました。4月7日仕)，8日(日)：ショートオフショア

レース。4月14日出,15日(日):オリンピックコース

各1回。4月20日(金),22日(日)：ロングオフショアレー

ス。以上に変更します。申込締切日は3月23日(金)，

艇長会議が4月6日㈱NORC本部1830です。エン

トリーフィーは1艇90,000円。乗員の参加料はあり
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サイズと枚数（限定100枚）ません。なお本レースに限り，運営サイドの要員と

して，参加各艇あたり2名の確保をお願いします。

ご協力下さい。

●三浦一グアム国際親善レースが｝隔年で開催される

ことになりました。

上記は関係諸方面と協議の結果の,正式決定です。

第llmlは何分にも開催決定の時期が遅く，準備不足

のきらいもあったかと思いますが，大好評のオフ

ショアレースだけに，次回は十分な余裕を持って運

営の万全を計りたいと思います。もちろん必要に応

じたキャンペーンも繰り返します。

●コミッティー要員を求めています。自他を問わず

レース運営に関心をお持ちの方は，事務局までご連

絡下さい。

●初島レース，および沖縄～東京レースの申込締切日

は，それぞれ3月16B(金),4月6日(金)です。お忘れ

にならないように。

外国サイズ日本サイズ摘要枚数

|XXXSXS女性用7Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
Ｌ

Ｘ
Ｘ
Ｘ

Ｘ
Ｘ

Ｘ 女性用

小さな男性

普通の男性

幾分大きな男性

大きなりj,|､'|!

非常に大きな男性

Ｓ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

Ｘ
Ｘ
ＸＸ

７
０
０
０
０
３

２
３
３
１

サイズと色の割合

ジャケット(630)，ズボン(631),チョッキ(530)

LMS

252518

552，

色 X X L XL XS ストライーフ

３
０

亦／ブルー

白／ブルー

８
２

６
１

日

ブルー へ

※ズボン(631)には，ストライプは入りません。下記

サイズは日本人サイズです。

頒布物品の紹介 価格

AE111i NORC会員 NORC会友

ジャケ‘ソ｜

ズボン

チヨツキ

ｊ
ｊ
ｊ

Ｏ
１
０

３
３
３

６
６
５

ｉ
ｉ

０
０
０

０
０
０

０
０
０

２
７
７

３
１
２

０
０
０

０
０
０

４
９
９

２
１
８

２
１
１

０
０
０

０
０
０

０
７
２

４
２
０

２
１
２

ム
ロ 計 76.000 53.200 56．900

L INE7

アメリカズ･カップ･ギヤー

LINE7アメリカズ・カップ・ギヤーの頒布につい

て,NORCでは，このたび，ニュージーランドのラ

イン7社で制作された，アメリカズ・カップ・ギヤー

を頒布することになりましたのでお知らせします。

このギヤーは，先のアメリカズ・カップ・に参加し

たオーストラリアなどの乗員が着用したもので,品質，

機能性ともに申し分なく，今回の頒布となった次第で

す。

アメリカズ・カップ用ギヤーは，ジャケット(630)，

ズボン(631),およびチョッキ(530),の3点から成っ

ており，全天候に適用できます。生地はポリエステル

上にPVCをコーティングしたもので，頑丈なチャッ

クまたはマジックテープで覆われるようになっていま

す。

また，ジャケットの胸部には，ラインセブンのマー

クと，その下にはNORCの文字とクラブ・バージの

マークが入っており，オリジナリティー豊かなギヤー

となっています。これをNORC会員各位に別記の価

格にて頒布いたします。

砿

(22）
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また，セット（ジャケット，ズボン，チョッキ）で

お買い上げの方には，ラインセブンタオル(1,700円）

とアメリカズ・カップ°・ポスターをさしあげます。な

お，送料は，上記金額には含まれておりません。

申し込み方法

4月2日(月)より，現金書留にて，サイズ，色等を明

記の上，前記の申し込み先へお申し込み下さい(会員

番号，名前，住所,電話(昼)番号をお忘れなく）。なお，

発送は，料金を受け取り次第，4月中旬より先着順に

行います。(NORC事務局に見本があります）

協力：㈱武田LINESEVEN

難識NORC新職員の紹介識議
今年1月より，昨年退職された岡芹氏に代わり，矢

嶋氏が新しい職員となりました。以下は氏の自己紹介

です。

矢嶋滋

東京都出身25歳

垂

私は,東海大学卒業後,外

国での生活を夢見て英国で

1年半を過ごし，昭和58年

11月帰国。この度NORC

の職員となりました。ヨッ

ト経験はクルージング主体

でしたが，これからはﾚｰ

ｽにも挑戦したいと思って

います｡勉強不足ですので，

先輩方々のご指導をよろし

くお願い致します。

記事訂正

本誌1月号P18および2月の総会資料末尾の「会費

納入は預金口座振替で」の記事のうち，銀行届印を所

定箇所（3箇所)のところを（6箇所)に訂正します。

香港～マニラレース観戦ツァー
‘本年4月14日仕)に香港～マニラ間において開催され

るチャイナシーレースをチャター船で観戦するツアー

がN.JPナカジマジョイント企画・土佐電トラベル

により企画され,NORC会員割引が設けられました

のでお知らせします。

日程：4月13日～16B(3泊4日）

料金:¥128,000NORC会員割引料金:¥108,800

申し込み先：ナカジマジョイント企画

大阪市西区阿波座1-4-11双葉う°ラザビ

ル604号壷06-543-2601(代）担当：中島

OFFSHORE第108号昭和59年3月15日発行

毎I11回15日発行

11gfl152年7月21日第三種郵仙物認可

1部定価3001]1(郵送料45円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911-3〒105

郵便振替番号2-21787

印 刷 正 進 社 印 刷 株 式 会 社

あなたのクルージングに安心を乗せて

潮風のﾒｯｾー ジを運ぶ…｢船舶電話」

船舶電話

船舶電話があなたの海の休日を

より楽しく安全なものにします.′

忙しいあなたもこれさえあれば

安心です.'

⑳日本船舶通信株式会社■お問い合せ先簿:鯛謝二竈話

1
J
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誕生､クォータートナー最上級艇bヤマハ26CEX f－:'.’'j『；,．
"¥足蜘幽

灘1F

｡，ゞ‐､一
一

‐
‐
１
，
Ｊ
１
鋼
鋤
０
Ｊ最高の居住空間をもつクォータートナーを。

このコンセプトのもと､ヤマハ26Cをベースに完成した

ヤマハ26CEXoフオクスル､メインキヤビンをはじめ、

トイレルームまて独立空間としたゆとりの設計を施しました

内装にはFRPﾄﾘﾑ､デッキライナーを使用し、

数ランク上のインテリアを実現していま戎

スレンダーな艇体には､優れた帆走性･操作性を凝縮。

イージーセイリングからハードセイリングまで、

幅のある帆走が楽しめます6

クォータートナー最上級艇とじて､いまヤマハから。

q

型笙
耀

ｰ …n房:､『§…‘

主要詫元●全長/7,98(、)●水線長/6.40(、）

●全幅/2.80(、)●吃水/|､55(、）

●船体重量/2,045(kg)●完成重量/2,150(kg）

●バラスト重量/650(kg)●全セイル面積/27.0(m2）

●バース数/5(名分)●呼称最大馬力/7.5(ps）

●連続最大馬力/6.5(ps)●燃料タンク容量/25(4)

●清水タンク容量/70(2)●航行区域/沿海
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MMAHA資料438静岡県磐田市新貝2500
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